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視線入力装置を活用した肢体不自由児のコミュニケーション支援の効果② 

―見るスキルを高めたことで、選択ができるようになったＡ児の事例から― 

左成 文＊１  山本 洋＊２  尾﨑 朱＊３  金森 克浩＊４ 

＜概要＞重度重複障害児への視線入力を活用した支援は増えてきているが、有効性を実証的に示

すものは少ない。本研究では視線入力による学習が意図的注視を引き出し、選択につながるかの

検証を目的とした。研究の結果、対象児Ａは注視時間が 0.5秒から 10秒に伸び、二者から選択す

る時に右にしか向けなかった視線を左右どちらにも向け、右も左も選ぶという変化が現れた。 

視線入力による学習が意図的注視の力を高め、選択につながると示唆された。 

＜キーワード＞視線入力、意図的注視、注視時間、選択

 

１．問題と目的 

 肢体不自由と知的障害を併せ持つ重度重複

障害児に、２つのものから意図的な注視により

視線で選択させる場面があるが、その選択は教

師の曖昧な判断による場合が多い。このような

コミュニケーションの困難さから子どもが「学

習性無力感に陥りやすい」と中邑（2014）［1］は

指摘している。一方で視線入力装置を活用した

実践で、待木（2017）[２]は知的障害を併せ有す

る肢体不自由児のコミュニケーション指導に

おいて有効であるとし、朝倉ら（2018）[３]は意

図的注視を引き出す手立てとその効果につい

て報告しているが、有効性を実証的に示す例は

まだ少ない。そこで、本研究では実証的研究を

通し、視線入力による学習が注視時間を伸ばし、

意図的注視を引き出し、選択につながるかを検

証する。 

２．方法 

（１）対象児：肢体不自由特別支援学小学部

5年Ａ児。金森ら（2017）[4]が整理した、コ

ンピューター操作に課題のある肢体不自由

児・者が視線入力機器を適用する際の整理表

に記述される（視線が合う、人や物を見てい

る、注視・追視がある）が見られる。また、

眼振がまれにあり、療育手帳 A を所持してい

る。 

（２）時期：2018年 9月～2019年 3月 

（３）手続き 

 

１）訓練の方法：伊藤史人ら（島根大学）が開

発した視線の軌跡ログが可視化できる視線入

力訓練ソフトウエア EyeMoT 3D を使用。Ａ児

は画面内の訓練に関係のない視覚刺激（目のマ

ークや数字）に注目してしまうため、伊藤らに

視覚刺激除去を求め、刺激を減らしたプログラ

ムを使用した。週 2時間程度実施した。 

２）アセスメント：①「注視時間」：訓練前後 

に、「注視時間」の秒数の最大値をとり、比較。 

②「意図的注視、選択」：通常は右側ばかり見

る状態が、訓練前後で意図的に視線を向ける方

向に変化があるか比較。 

③担任、保護者からの聞き取り：指導者が訓練

後、担任、保護者へ聞き取りを行った。 

３）訓練後の手続き：訓練後、指導者が褒める

強化でフィードバックを行った。 

３． 結果 

①「注視時間」 

EyeMoT ３D の「射的」プログラムを用い

た。飽きやすい A 児が興味を持続できるよう

に、射的の的についてはキャラクター等状況

に応じて変えたところ、0.5秒からスタート

した注視時間が約 5ヶ月後、10秒に伸びた。 

②「意図的注視、選択」EyeMoT ３D の「風

船割り」では、取り組み始めた 2018年 9月は 

視線が右側に集中していた（図 1）。約 3か月

後画面全体に視線を向け、１つの風船に集中

して追視、注視できるようになった（図 2）。 



 

 

 

 

 

図 1 2018年 9月 右側に偏る 

 

 

 

 

 

 

図 2 2019年 1月 風船の動きに集中 

 

キャラクターや友達の写真、〇や△の図形を

使った選択に取り組んだところ、最短距離で 

目標物を捉える目の動きが出てきた。その結果、

自分の思う図形に視線を向け、選択ができるよ

うになった。（図 3、図 4）。 

 

 

 

 

 

図 3 2019年 1月 選択が困難 

 

 

 

 

 

図 4 2019年 2月 選択が可能 

＊図 3、4「〇はどちら」の問いの結果。 

 

③「担任、保護者からの聞き取り」：A 児は

日常のカード等による左右の選択でほぼ右側

にのみ視線を向けていたが、左右どちらも見

て選ぶようになり、担任が指す方や手元も見

るようになったという報告を受けている。 

４．考察 

以上の結果から、視線入力装置を活用した

学習は、A 児の注視時間を伸ばし意図的注視

から選択する力につながったと示唆された。   

一方で課題としては姿勢保持の問題が挙げ

られる。A 児は姿勢保持が不安定で視線が定

まりにくい時があった。意図的注視ができる

ためには、頭部が安定していることがベース

となる。また姿勢を保持できたとしても、本

人がそのことに全神経を注がなければならな

いような余裕のない状態であれば、意図的注

視は難しい。今後は、可能な限り本人にとっ

て少ない負担で、適切な姿勢を保持できる環

境を整えつつ、本人が安定した状態で視線入

力装置を使ったコミュニケーションをとれる

ようにしていくことが課題となる。 
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